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   開     会 

 

 

○五十嵐智洋委員長 おはようございます。 

 これから予算特別委員会を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告委員はございません。 

 なお、15番、町田義昭委員からは、遅刻する

旨の申し出があります。よって、ただいまの出

席委員は定足数に達しております。 

 それでは、去る12月４日の本会議において予

算特別委員会に付託になりました補正予算案４

件について審査を行います。 

 なお、審査日程につきましては、既に配付さ

れております会議日程表のとおりでありますの

で、ご協力をお願いいたします。 

 それでは、これから各会計補正予算案の概要

の説明を求めます。 

 

 

 議案第９５号 平成２９年度長井市 

 一般会計補正予算第６号 

 

 

○五十嵐智洋委員長 まず、議案第95号 平成29

年度長井市一般会計補正予算第６号の１件につ

いて、松木 満財政課長。 

○松木 満財政課長 おはようございます。 

 それでは、私のほうから、議案第95号 平成

29年度長井市一般会計補正予算第６号の概要に

ついてご説明を申し上げます。 

 第１条の歳入歳出予算の補正につきましては、

予算の総額に歳入歳出それぞれ３億9,336万

7,000円を追加し、予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ147億2,881万5,000円といたすものでござ

います。 

 第２条の債務負担行為の補正につきましては、

予算書４ページの第２表、債務負担行為補正の

とおり変更いたすものでございます。 

 以下、事項別明細により説明をいたしますの

で、８ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳入でございます。12款１項使用料では、児

童発達支援事業所使用料に８万5,000円を増額

いたしました。 

 13款１項国庫負担金では補装具給付費負担金

に132万3,000円を、２項国庫補助金では総務費

国庫補助金で社会保障・税番号制度システム整

備費補助金に268万7,000円などを増額し、２項

合計で584万1,000円を増額いたしました。 

 14款１項県負担金では補装具給付費負担金に

66万1,000円を増額し、９ページになりますが、

２項県補助金では２目民生費県補助金で山形県

地域密着型介護施設等整備交付金885万6,000円

を減額し、４目農林水産業費県補助金で元気な

農業経営による所得1.3倍プロジェクト事業費

補助金に1,054万2,000円を増額するなどし、２

項合計で179万3,000円を増額いたしました。 

 16款１項寄附金では長井市ふるさと応援寄附

金に２億円を増額し、17款２項基金繰入金では

ふるさと応援基金繰入金に１億3,403万5,000円

を増額いたしました。 

 18款１項繰越金では、前年度繰越金として４，

827万2,000円を計上いたしました。 

 10ページになりますが、14款４項、歳入では、

障がい児通所給付費などで135万7,000円を増額

いたしております。 

 次に、11ページをごらんください。歳出でご

ざいます。 

 １款１項議会費では、議会運営費に10万円を

増額するなどし、１項合計で40万円を計上いた

しました。 

 ２款１項総務管理費では、１目一般管理費で

人件費などに415万3,000円を計上し、２目広報

費で市報等発行業務に101万5,000円を、４目財

産管理費で庁舎等維持管理経費に500万円を計
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上し、６目企画費ではふるさと納税事業に３億

3,403万5,000円を計上し、７目行政事務改善推

進費では基幹系システム整備推進事業に166万

2,000円を計上するなどし、２款１項合計で３

億4,586万5,000円を増額いたすものでございま

す。次ページになりますが、３項戸籍住民基本

台帳費では、住民票等コンビニ交付事業に535

万7,000円などを計上し、２款３項合計で659万

7,000円を増額いたすものでございます。 

 ３款１項社会福祉費では、２目障がい者福祉

費で障がい者総合支援事業に383万2,000円を増

額するなどし、３目老人福祉費では地域密着型

介護施設等整備事業の見直しなどにより885万

6,000円を減額するなどして、３款１項合計で

は135万9,000円を増額するものでございます。

３款２項児童福祉費では、すみれ学園費に138

万5,000円を計上し、次ページになりますが、

３項生活保護費については人件費の補正になり

ます。 

 ４款１項保健衛生費では、３目環境衛生費に

再生可能エネルギー設備導入補助事業に35万円

を計上するなどして、１項合計で125万2,000円

を増額し、２項清掃費では、廃棄物減量等対策

事業に28万7,000円を増額いたしております。 

 次ページになりますが、６款１項農業費では、

３目農業振興費で元気な農業経営による所得

1.3倍プロジェクト事業に1,054万2,000円を計

上するなどし、６款１項合計で1,148万8,000円

を増額いたしております。 

 続きまして、７款１項商工費になりますが、

２目商工振興費で地域商業活力向上事業に373

万4,000円を増額するなどし、７款１項合計で

954万1,000円を増額いたしました。 

 ８款４項都市計画費では、２目公共下水道費

に公共下水道事業特別会計繰出金150万円を増

額し、次ページになりますが、８款５項住宅費

では、２目住宅振興費に優良住宅地開発補助事

業として200万円などを計上し、５項合計で370

万円を増額いたしました。 

 10款１項教育総務費では、３目学校教育研修

所費で学校教育研修所運営事業に１万5,000円

を増額するなどし、10款１項合計で70万8,000

円を計上し、２項小学校費では人件費補正で６

万2,000円を計上しております。３項中学校費

では学校施設管理事業に374万8,000円を増額す

るなどし、次ページになりますが、10款３項合

計で378万1,000円を計上いたしました。10款４

項社会教育費では、６目市民文化会館費で市民

文化会館施設管理事業に332万7,000円を増額し、

10款５項保健体育費では人件費の補正などで

101万5,000円を計上いたしました。 

 以上が一般会計補正予算第６号の概要でござ

います。よろしくご審査を賜りますよう、お願

いをいたします。 

 

 

 議案第９６号 平成２９年度長井市 

 国民健康保険特別会計補正予算第２ 

 号 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、議案第96号 平成29

年度長井市国民健康保険特別会計補正予算第２

号の１件について、佐藤 隆市民課長。 

○佐藤 隆市民課長 おはようございます。 

 議案第96号 平成29年度長井市国民健康保険

特別会計補正予算第２号の概要についてご説明

申し上げます。 

 国保１ページをごらんください。第１条の歳

入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ1,016万円を追加

し、歳入歳出それぞれ29億1,744万1,000円とい

たすものでございます。 

 それでは、事項別明細書により歳出からご説

明申し上げますので、５ページをお開きくださ

い。 
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 ２款１項２目退職被保険者等療養給付費につ

きましては1,000万円を、４目退職被保険者等

療養費につきましては16万円を、支給見込み額

の増加によりそれぞれ増額補正するものでござ

います。 

 ４ページをごらんください。それらの財源と

いたしまして、歳入の５款１項１目療養給付費

交付金につきまして、1,016万円を増額補正す

るものでございます。 

 以上でございます。よろしくご審査賜ります

ように、お願い申し上げます。 

 

 

 議案第９７号 平成２９年度長井市 

 公共下水道事業特別会計補正予算第 

 ３号 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、議案第97号 平成29

年度長井市公共下水道事業特別会計補正予算第

３号の１件について、鈴木嗣郎上下水道課長。 

○鈴木嗣郎上下水道課長 おはようございます。 

 議案第97号 平成29年度長井市公共下水道事

業特別会計補正予算第３号の概要についてご説

明させていただきます。 

 第１条は歳入歳出予算の補正でございますが、

歳入歳出予算の総額にそれぞれ150万円を追加

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ13億6,715

万5,000円とするものでございます。 

 第２項の第１表と第２条の第２表につきまし

ては、次のページでご説明申し上げます。第１

表、歳入歳出予算補正、歳入につきましては、

４款１項一般会計繰入金に150万円を増額し、

６億4,731万4,000円とするものでございます。

歳出につきましては、１款１項公共下水道事業

費につきまして150万円増額し、６億2,538万

1,000円とするものでございます。 

 第２表の債務負担行為の補正でございますが、

公共下水道管理センター更新工事の業務委託に

つきまして、当初予算におきまして、平成30年

度の限度額を１億1,060万円として認めていた

だきましたが、30年度の事業費が増額となる見

込みとなったために、限度額を１億4,952万円

と変更するものでございます。 

 下水の３ページは事項別明細書の総括でござ

いますが、これは第１表でご説明したとおりで

ございます。 

 次の４ページをごらんください。事項別明細

書の歳入でございますが、４款１項１目一般会

計繰入金につきまして、150万円を増額し、６

億4,731万4,000円とするものでございます。 

 ５ページの歳出につきましては、１款１項３

目の管渠管理費につきまして150万円を増額し、

1,849万4,000円とするものでございます。内容

につきましては、15節工事請負費でございます

が、年度末までの事業を精査いたしましたとこ

ろ、工事請負費におきまして150万円ほど不足

する見込みとなったことから、管渠管理事業費

工事請負費に150万円を増額するものでござい

ます。 

 以上、議案第97号 平成29年度長井市公共下

水道事業特別会計補正予算第３号の概要につい

て説明いたしました。よろしくご審査お願いい

たします。 

 

 

 議案第９８号 平成２９年度長井市 

 介護保険特別会計補正予算第２号 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、議案第98号 平成29

年度長井市介護保険特別会計補正予算第２号の

１件について、髙橋正典福祉あんしん課長。 

○髙橋正典福祉あんしん課長 おはようございま

す。 

 それでは、議案第98号 平成29年度長井市介
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護保険特別会計補正予算第２号についてご説明

申し上げます。 

 介護１をごらんください。第１条の歳入歳出

予算の補正につきましては、歳入歳出予算の総

額に歳入歳出それぞれ145万6,000円を追加し、

歳入歳出それぞれ31億7,700万9,000円といたす

ものでございます。 

 それでは、事項別明細書によりご説明申し上

げますので、４ページをお開きください。 

 初めに、歳入でございます。３款国庫支出金、

２項国庫補助金、３目介護保険事業費補助金に

ついて、システム改修事業費補助金として49万

2,000円を増額計上するもので、この結果、２

項国庫補助金の合計額は２億7,158万2,000円と

いたすものでございます。 

 ７款１項一般会計繰入金、３目その他一般会

計繰入金について、総務管理費分として96万

4,000円を増額計上するもので、この結果、１

項一般会計繰入金の合計額は４億2,854万円と

いたすものでございます。 

 ５ページをごらんください。次に歳出でござ

いますが、１款総務費、１項総務管理費、１目

一般管理費について、定時補助職員３カ月分の

人件費47万円、システム改修委託料98万6,000

円、合わせて145万6,000円を増額計上するもの

で、この結果、１項総務管理費合計額は916万

5,000円といたすものでございます。 

 以上でございます。よろしくご審査賜ります

よう、お願いいたします。 

 

 

 平成２９年度長井市各会計補正予算 

 案に関する総括質疑 

 

 

○五十嵐智洋委員長 概要の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 ここで、総括質疑の発言通告がありますので、

順次ご指名いたします。 

 

 

 平 進介委員の総括質疑 

 

 

○五十嵐智洋委員長 順位１番、議席番号５番、

平 進介委員。 

○５番 平 進介委員 おはようございます。 

 ことしの冬は11月の末から降り始めまして、

例年より早いということであります。年末年始

も大雪になりそうだというふうな予報もありま

すが、市民生活に余り支障のないように、そし

てまた長井市の財政に余り負担のかからないよ

うなことしの冬であってほしいなというような

ことを願いながら、総括質疑を行っていきたい

というふうに思います。 

 このたびの総括質疑につきましては、大きく

２点であります。項目が多いというようなこと

で、簡潔明瞭な答弁をいただきながら進めてま

いりたいというふうに思います。よろしくお願

いいたします。 

 最初に、１番目のコミュニティセンター化に

向けてであります。これにつきましては、ただ

いまの説明でありました一般会計補正予算６号、

第２表の債務負担行為補正があるわけでありま

す。致芳・西根・平野コミュニティセンター指

定管理料ということで計上されておりますので、

それに関連して行ってまいりたいというふうに

思います。 

 コミュニティセンター化に向けましては、議

会でもこれまでさまざま議論されてきておりま

す。長井市総合計画の10のリーディングプロジ

ェクトの１つであります小さな拠点づくりに向

けたものというふうに認識しております。 

 私は、地域コミュニティの形成につきまして

は、昭和63年度から進めてきた住民主導型の長

井方式で大きく変わり、そしてこのたびのコミ


